
Qureousで「教えない授業」
と社会で活躍する自律型の
生徒を育てる
1940 年開校の横浜創英中学・高等学校は、創立 80 余年を経た
今、教育を根本から見直す学校改革へと乗り出している。そこで
Qureous がどのような役割を果たしているのか、工藤勇一校長、中
学数学担当の粕谷憲義先生、高校数学担当の下妻杏子先生に話をうか
がった。

　さまざまな価値観が混在する多様化
社会。生徒にはその社会を生き抜く力
をもった大人になってほしいとの願い
から、横浜創英中学・高等学校では「自
律・対話・創造」というキーワードを
打ち出した。学校の授業を「黙ってい
ても提供されるサービス」にせず、生
徒が自ら学び、行動する場に変えるた
め、大胆な学校改革に挑んでいる。

一斉講義をやめ
Qureous 中心の授業に

　工藤校長は前任の中学校で「教え
ない授業」を標榜し、そのためのツー
ルとしていち早く Qureous を導入し
て成果を上げた実績をもつ。その経
験から、Qureous の活用法を次のよ
うに説明する。
　「Qureous のような AI 教材を演習だ
けに使うのはあまり意味がないと思っ
ています。前任校で教員たちが考え出
したのは、授業の一斉講義をやめて、
生徒に Qureous による学習を各自の
ペースで進めてもらうことでした。も
ちろん教科書や問題集などを併用して
もいい。自分に合った教材を生徒が自
ら選択し、主体的に学ぶことが重要な
のです。結果的に進学実績も向上し、
自ら行動を起こす生徒が増えるなど、
よい傾向が見られました。」
　この横浜創英中学・高等学校でも、
自律型学習を推進するために 2021 年
度から数学で Qureous を導入し、中
学数学に限って授業の一斉講義を廃
止するという思い切った改革に乗り出
した。その理由を「一斉講義を続けて
いる限り、生徒に自律的な学び方を習
得してもらうのは難しいと判断しまし
た」と説明するのは、中学数学担当の
粕谷先生。
　「一斉講義をしていたときは、ちゃ
んと聞いているようで実は頭が働いて
いない生徒が一定数いたと思います。

そうした生徒がQureousを使うことで、
能動的な学習に一歩踏み出せた感があ
ります。Qureous は生徒の『やる気ス
イッチ』を入れるツールになり得るの
ではないでしょうか」と、粕谷先生。
　Qureous を中心にした同校の授業で
は、先生に質問する生徒や、グループ
で互いに教え合う生徒が目立つ。「何と
答えるか」より「どう解くか」に、生
徒の関心が向いているようにも見える。
　「今はまだ試行錯誤している段階で、
数学的な思考法を養うにはやはり対話
式の授業が必要ではないかとも思いま
す。Qureous の授業が定着すれば、履
修スピードが上がって時間が圧縮でき
るので、余裕ができた時間を使って思
考力の養成につながる発展的な学習の
時間に充てることも検討しています」
と、粕谷先生は今後の構想を語る。

解答の正誤を自覚し
メタ認知能力を高める

このように数学で一斉指導型の講義
を全廃し、Qureous による学習を主と

した中学校に対して、高校では 1年生
の一部コースに Qureous を取り入れ、
講義と組み合わせた授業を進めてい
る。そこで高校数学担当の下妻先生が
評価する Qureous の特徴は、「個別最
適学習ができる」という点だ。
　「各生徒の習熟の度合いに差があっ
ても、Qureous なら個々人に対応した
学習が可能です。今年の夏休みの宿題
は、Qureous でも紙の問題集でもよい
ので、生徒自身に目標を決めてやって
もらうことにしたのですが、Qureous
を選んで非常に熱心に取り組んだ生徒
がいたのが印象的でしたね」と、下妻
先生は微笑む。
　また、同校で重視する「自ら考え、
行動できる力」を身につけるには、生
徒が自身の思考や行動を適切に理解し、

調整・工夫へとつなげるための「メタ
認知能力」を養う必要があるとしてい
るが、Qureousに備わっている、解答の
正誤を明確に自覚させる仕組みは、そ
うした教育とも相性がよいようだ。
　「今は数学のみで Qureous を使用し
ていますが、生徒たち
にはそれを通じ『自ら
学ぶ・動く』姿勢を身
に着けて、さまざまな
場面で発揮していって
ほしいのです」と工藤
校長。
　同校では 2022 年度
より、自然科学に限定
せず、社会科学や人文
科学までをも包含する
「サイエンスコース」を

中学校に新設する。新しい時代に対応
する新しい教育の枠組みを整備する中
で、一斉講義を廃止し、Qureousを積極
活用する同校の教育が、今後どのよう
に発展し成果を生んでいくか。教育に
携わる多くの人々が関心を寄せている。

生徒の声
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自分のできているところ、できていないとこ
ろをはっきり出してくれ、Qureous に限らず
自習でどの部分を強化したら良いのかがわか
る気がした。

以前はテスト直前に少しだけ勉強するくらい
だったのが、時間を見つけて少しずつでも
やって数学の学習時間を確保できるように
なった。

教科書でやった問題の確認ができ、集中して
テスト対策ができたのでよかった。グラフも
丁寧に書けた。

授業後に簡単に復習できて、段階をちゃんと
踏めば問題は解けるのだと、少しだけ数学に
対する苦手意識が改善された。

数学といえば教科書や問題集を用意してしっ
かり取り組むイメージだったが、手軽に行え
るので勉強するハードルは下がると感じた。

一つの分野を集中して勉強出来る。

授業での導入例
学年：高校 1年生／科目：数学A／単元：2 次関数
Qureous による演習　50 分
　高校の場合、普段は教科書を中心
とした授業を行うことが多いが、翌
週に行われる中間考査に備え、こ
の日は授業 1 コマすべてを Qureous
の演習に充てた。事前に先生が選択
した問題を Qureous のワークブッ
クモード ( 課題配信機能 ) から配信
し、生徒が解答していく。

　黒板には「教科書・ノートOK」「教
え合い最高！」と書かれ、Qureous、
教科書、問題集などの中から生徒が
自身に合った学習方法を選ぶことを
推奨している。Qureous の解答に専
念する生徒が多いが、個々の進み具
合に合わせて、教科書を使ったり、
問題集への解答を進める生徒もいる。

　生徒から次々と寄せられる質問や、
つまずきやすいポイントは、先生が板
書を交えて解説する。授業の最後には、
Qureous の演習を通して気づいた各自
の弱点を教科書などで振り返って強化
するように、先生からの念押しもあっ
た。生徒が自身の弱点を自覚しやすい
のも、Qureous の特長の一つ。

授業1コマのQureous の履修範囲は 3テーマ
で計約30問。生徒は各自のペースで解答する

一人黙々と取り組む生徒、グループで教え
合う生徒、学習スタイルはさまざまだ

自律的な学びを重視しているためか、進ん
で質問する生徒が目立つ

中学数学担当
粕谷 憲義先生

校長
工藤 勇一先生

高校数学担当
下妻 杏子先生
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